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支
給
量
・
障
害
程
度
区
分
（
※
）

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
。

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量

や
障
害
程
度
区
分
を
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
変
更
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
が
必
要
と

認
め
た
場
合
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

（
※
）
支
給
量
…
在
宅
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に

決
定
さ
れ
た
支
給
量

（
※
）
障
害
程
度
区
分
…
本
人
の
障
害

程
度
や
介
護
状
況
に
応
じ
て
決
定
さ

れ
た
３
段
階
の
障
害
区
分

支
援
費
制
度
に
な
る
と
、
利
用

者
と
事
業
者
の
契
約
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

契
約
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流

れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

播
磨
町
が
発
行
す
る
受
給
者
証

（
※
）
を
、
利
用
者
が
選
択
し
た
事
業

所
や
施
設
に
提
示
し
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
申
込
み
を
し
ま
す
。
事
業
者
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
契
約
し
ま
す
。
こ
の
時
、

疑
問
が
あ
れ
ば
、
納
得
い
く
ま
で
質

問
を
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
契

約
を
結
ん
だ
ら
、
受
給
者
証
の
記
載

欄
に
記
入
・
押
印
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
は
、
契
約

の
内
容
ど
お
り
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
か
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

（
※
）
受
給
者
証
…
個
人
ご
と
に
決
定

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
支
給
量
や
障
害
程

度
区
分
、
支
給
期
間
（
受
給
者
証
の

有
効
期
間
）、
利
用
者
負
担
額
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
給
費
制
度
と
高
齢
者
福
祉
の

介
護
保
険
制
度
は
似
て
い
ま
す
が
、

ど
こ
が
違
う
の
で
す
か
。

障
害
者
の
支
援
費
制
度
は
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
）
が
高

齢
者
の
介
護
保
険
制
度
に
似
て
い
ま

す
が
、
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
主
な
違
い
は
、

①
介
護
保
険
は
保
険
方
式
で
す
が
、

支
援
費
制
度
は
税
金
で
ま
か
な
う

方
式
で
あ
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
１

割
負
担
で
す
が
、
支
援
費
制
度
で

は
収
入
に
応
じ
た
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
同
じ
事
業
者

で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
、

人
に
よ
っ
て
負
担
額
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
対
す
る
決
定
や
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
る
場

合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

申
請
に
対
す
る
決
定
に
つ
い
て

の
苦
情
は
、
町
に
対
し
て
異
議
申
し

立
て
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
関
す
る
苦
情
は
、
原
則
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
、

利
用
者
の
間
で
解
決
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
事
業
者
に
直
接
言
え
な
か

っ
た
り
、
苦
情
を
言
っ
て
も
解
決
さ

れ
な
い
場
合
は
、
運
営
適
正
委
員
会

に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
兵
庫
県
運
営
適
正
委
員
会

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
２
ー
１
ー
18

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

1
０
７
８
（
２
４
２
）
６
８
６
８

6
０
７
８
（
２
４
２
）
０
２
９
７

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

1
０
７
９
４
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３
５
）
２
３
６
２
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介
護
保
険
は
、
法
律
で
各
市
町
村

に
５
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込

み
量
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス
量
確
保
の
た

め
の
方
法
を
策
定
、
そ
れ
を
３
年
ご

と
に
見
直
す
よ
う
に
と
定
め
て
い
ま

す
。播

磨
町
も
、
平
成
12
年
３
月
に

「
播
磨
町
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と
し

て
、
平
成
12
年
か
ら
16
年
ま
で
の
５

年
分
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

や
、
今
後
の
取
り
組
み
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
で
平
成
12
年
度

か
ら
14
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
、
介

護
保
険
事
業
で
必
要
に
な
る
事
業
費

も
各
年
度
ご
と
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
播
磨
町
介
護
保
険
事
業
計
画
」

は
、
役
場
１
階
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

も
備
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
庁

の
際
に
は
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

介
護
保
険
事
業
計
画
で
見
込
ま
れ

た
総
事
業
費
の
９
割
が
介
護
給
付
費

に
あ
た
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
基
準
額
（
年
額
）

は
、
こ
の
介
護
給
付
費
の
３
年
間
の

平
均
額
に
、
第
１
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
で
あ
る
17
％
（
平
成
15
年
度

か
ら
は
18
％
と
な
り
ま
す
）
を
掛
け

た
も
の
を
、
３
年
間
の
第
１
号
被
保

険
者
数
の
平
均
人
数
で
割
っ
て
算
出

さ
れ
ま
す
。

播
磨
町
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら

14
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
基
準
額
は
、

第
３
段
階
と
し
て
年
額
３
万
２
千
400

円
（
月
額
２
千
700
円
）
と
定
め
て
お

り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

の
基
準
額
は
、
お
お
む
ね
３
年
間
を

通
じ
て
保
険
財
政
の
均
衡
が
保
た
れ

る
よ
う
に
、
３
年
間
を
一
つ
の
期
間

と
し
て
一
定
の
金
額
が
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
期
間
の
初
年
度
で
は

保
険
料
が
介
護
給
付
費
を
上
回
り
、

黒
字
が
生
じ
ま
す
が
、
そ
の
黒
字
は

次
年
度
以
降
の
赤
字
の
補
填
に
充
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。（
図
１

参
照
）

先
の
説
明
で
は
、
介
護
保
険
料
の

基
準
額
は
３
年
間
一
定
の
は
ず
な
の

に
「
私
の
所
得
は
年
金
だ
け
で
金
額

の
増
減
が
な
い
の
に
、
平
成
12
年
度

か
ら
の
介
護
保
険
料
は
毎
年
上
が
っ

て
い
る
」
と
お
感
じ
の
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
平
成
12
年
４
月
か
ら
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
年
金
生
活

者
で
あ
る
高
齢
者
が
、
そ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
介
護
保
険
料
を
新
た
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
国
の
特
別
対
策
を
受
け
て
平
成

12
年
度
は
本
来
の
保
険
料
の
４
分
の

１
に
、
平
成
13
年
度
で
は
本
来
の
保

険
料
の
４
分
の
３
に
減
額
し
て
い
た

た
め
で
す
。（
図
２
参
照
）

も
し
、
こ
の
特
別
対
策
の
保
険
料

の
減
額
が
な
け
れ
ば
、
基
準
額
は
３

年
間
一
定
で
あ
る
の
で
大
き
な
所
得

の
変
動
が
な
い
限
り
、
保
険
料
も
３

年
間
同
じ
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２

広報はりま2003.2

前
回
、
播
磨
町
の
平
成
12
年
度
、
13
年
度
の
介
護
保
険
給
付
収
支

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
）
の
保
険
料
が
余
れ
ば
介
護
給
付
費
準
備
基
金
と
い
う
と
こ
ろ
へ

貯
金
を
し
、
逆
に
保
険
料
が
不
足
す
れ
ば
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
う

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
な
ぜ
、
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
が
余
っ
た
り
不
足

し
た
り
す
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
と
保
険
料�
介
護
保
険
特
集
③

介
護
保
険
特
集
③�
介
護
保
険
特
集
③�

基
準
の
保
険
料
は
３
年
間
一
定

介
護
保
険
事
業
計
画
で
５
年

間
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
む

図1　３年間の保険料と給付費�

保険料�

給付費�

年　度� 初年度� 2年度目� 3年度目�

黒字�

赤字�

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、�

３
年
間
一
定�

次の3年間の介護給付費と�
介護保険料を見込む�

初年度の黒字は、次年度初年度の黒字は、次年度�
以降の赤字に備える。以降の赤字に備える。�
初年度の黒字は、次年度�
以降の赤字に備える。�

平
成
12
・
13
年
度
は
特
別
に
減
額

も
う
す
ぐ
、
65
歳
に
な
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
取
る
だ
け
の
期
間
は
保

険
料
を
納
め
ま
し
た
が
、
何
も
し
な

く
て
も
年
金
は
自
動
的
に
も
ら
え
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
か
。

年
金
は
請
求
し
な
い
と
も
ら
え

ま
せ
ん
。

年
金
は
条
件
を
満
た
し
た
時
か
ら

自
動
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
裁
定
請
求
を
行
い
、

そ
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
社
会
保
険

事
務
所
に
確
認
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

65
歳
で
の
請
求
は
誕
生
日
の
前
日

か
ら
で
き
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
次

の
書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

①
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
②
戸
籍
謄
本
（
証
明
日
が
誕
生
日
の

前
日
以
降
の
も
の
）

③
住
民
票
謄
本
（
証
明
日
が
誕
生
日

の
前
日
以
降
の
も
の
）

④
預
（
貯
）
金
通
帳
（
本
人
名
義
の

も
の
）

⑤
認
印
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

⑥
配
偶
者
の
年
金
証
書
（
配
偶
者
が

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
）

⑦
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
（
共

済
年
金
に
加
入
し
て
い
た
夫
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
と
き
）

⑧
所
得
証
明
書
（
配
偶
者
に
加
給
年

金
が
つ
い
て
い
る
と
き
。
必
ず
、

社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

※
そ
の
他
、
年
金
を
請
求
す
る
人
の

年
金
加
入
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
他

の
書
類
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
請
求
手
続
を
取
る
前
に
、

ま
ず
、
加
古
川
社
会
保
険
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所
　

1
０
７
９
４
（
２
７
）
４
５
１
１

ま
た
は
、
住
民
課
国
民
年
金
係

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

こ
ん
な
と
き
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？�

（
裁
定
請
求
編
）�

Ａ Ｑ請求窓口�請求する人�

それぞれ必要書類を確認のうえ行ってください。�

国民年金第1号被保険者期間のみの人�

国民年金第3号被保険者期間がある人�

厚生年金期間などが1カ月以上ある人�

役場住民課国民年金係�

加古川社会保険事務所�

各共済組合事務局�
共済組合の人�

2つ以上の年金に加入�
したことがある人�

国民年金�

厚生年金�

共済組合�

新
障
害
者
福
祉
制
度
　
支
援
費
制
度
学
習
コ
ー
ナ
ー�

図2　平成12年度からの介護保険料�

（白色の部分が保険料の減額分です。）�

4月� 10月� 4月� 10月� 4月� 10月�

←　　　　　平成12年度　　　　　→�←　　　　　平成13年度　　　　　→�←　　　　平成14年度以降　　　　→�

新
し
い
障
害
者
福
祉
制
度
「
支
援
費
制
度
」
の
申
請
を
さ
れ
た
方

に
対
し
て
、
12
月
か
ら
聴
き
取
り
調
査
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
現

在
、
障
害
者
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
）
を
ご
利
用
の
方
で
、
４
月
以

降
も
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
至
急
申
請
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ


